
ISSN  0387-1495

研 究 紀 要

第 57 巻

2022年 3 月

筑波大学附属桐が丘特別支援学校

学校研究１　遠隔合同授業をツールとした「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて

・肢体不自由児における遠隔合同授業の効果と課題
－主体的・対話的で深い学びに向けて－ ……………………………………………… 　2

・学びを深める対話的な授業に関する研究
－中学部３年国語科　遠隔合同授業の実践を通して－ ……………………………… 　8

・肢体不自由特別支援学校における社会科遠隔合同授業の実践
－対話を通じて学びを深める中学校社会科地理的分野「日本の諸地域」の学習－ …　15

・深い学びを目指した遠隔合同授業の改善
－小１算数「かたちづくり」の実践から－ ……………………………………………　20

・保健体育科における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた遠隔合同授業の実践
－中学部体育球技「バレーボール」の実践事例－ ……………………………………　29

・互いの価値観を認め合うことを目指した特別の教科　道徳の授業実践
－遠隔合同授業をツールとして－ ………………………………………………………　37

・「主体的・対話的で深い学び」を目指した自立活動の指導
－自立活動の時間における指導での遠隔合同授業を活用して－ ……………………　42

学校研究２　知的障害を伴う子供の教科指導
・知的障害を伴う肢体不自由児に対する教科指導の在り方に関する実践研究

－各教科の資質・能力を育む単元づくり－ ……………………………………………　48

個人・グループ研究，その他
・肢体不自由特別支援学校における食に関する指導

－本校における10年間の指導の経過と現状の課題－ …………………………………　66

・校庭の植物を対象に理科の見方・考え方を働かせる単元の開発
－中学部１段階「○色の花を探そう」の計画と実践－ ………………………………　73



                               令和３年度 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校 

研究紀要第５７巻 執筆要項 

 

Ⅰ．原稿の仕様（学校研究，個人・グループ研究，その他共通） 

 

１．Wordを使用し，Ａ４判に横書き，２段に段組み，2,500字（２５字×５０行×２段）で印字さ

れた原稿で，本文中に図表を入れて完成したものを提出する。 ※「原稿（基本様式）」あり 

２．図表（写真も含む）は上記１．とは別に図表のみのファイルを作成し，加工，修正が可能な状

態で提出する。 

３．表題は，１ページ目の先頭に２段組みせずに記載（MSPゴシック（太字）１８pt）し，副題を

付ける場合は表題の下に記入（MSPゴシック（太字）１６pt）する。さらに，執筆者名はその

下に記入（MSPゴシック（細字）１２pt）する。 

４．要旨（アブストラクト）は，表題（および副題）の下に，２段組にせず４００字以内で記載（MS

明朝体（細字）９pt）する。 

５．１名による執筆の表題，執筆者名，本文，図表，文献を全て含めた原稿の刷り上がり頁数は７

ページを上限とする。ただし，２名による共同研究の執筆の場合は１３ページを上限とし，３

名以上による共同研究の執筆の場合は２１ページを上限とする。 

６．フォルダ内の元ファイルを使用して作成し，上書き保存はしないようにする。 

 

Ⅱ．文献 

 

１．本文において引用されたすべての文献（引用文献）は、論文の最後に著者名をアルファベット

順（アイウエオ順ではない）に一括して記載する。記載の様式は以下のとおりとする。 

雑誌：著者名（西暦年）題目.雑誌名,巻数（必要な場合は号数）,開始頁－終了頁. 

著書：著者名（西暦年）書名.出版社,出版地（国内は省略）,開始頁－終了頁.（頁は省略可） 

（例） １）宇野彰（2007）ことばとこころの発達と障害. 永井書店 

※文献記載の書式の詳細については「特殊教育学研究」和文論文執筆の手引きを参照 

２．引用文献，参考文献の番号のふり方は１）２）３）…のように全角数字と片カッコとする。 
 

Ⅲ．研究倫理の遵守 

 

 執筆者は論文の内容について十分に人権および研究倫理上の配慮をしなければならない（個人情

報に関する配慮や写真掲載の許諾など。）また，研究実施の際に配慮した研究倫理に係る事項があれ

ば，論文中に記載すること。 
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